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i孟 じ め
10年前の本学開学20周年を機に健康に関する日常生活調査を行ったが，その中で睡眠・食
事・清潔・月経 ・健康意識に関して1983年入学生の実態を知ることができた。 10年を経過した
今，清潔志向の高まりなど高校生の生活意識の変化も考えられ，再び1993年入学生の日常生活
調査を通して現在の入学生の健康意識及び日常生活実態を把握し，今後の学生指導に役立てて
いきたいと思う。
E 方 法
平成5年度本学新入学生1210名に対し，入学直後に無記名式質問紙調査法（一部記述式）に
より調査を行った。
質問紙は1983年度調査の内容に準ずるが，現代の実状に合わせて質問項目，選択肢の変更を
行った。
結果の処理は各科・コースごとの結果及び新入学生の全体像を出し，さらに1983年度調査と
の比較を行った。
有効回答数1210名。対象群の構成は以下の通りである。
服飾美術科服飾美術コース 201名（以下服飾美術系と記す）
服飾美術科家庭科学コース 159名（以下家庭科学系と記す）
工芸美術科 118名（以下工芸美術系と記す）
保健体育科体育コース 155名（以下体育系と記す）
保健体育科養護教諭コース 210名（以下養護教諭系と記す）
初等教育学科 156名（以下初等教育系と記す）
経営情報学科 211名（以下経営情報系と記す）
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1.睡眠
(1）就寝時刻
誌に服飾美術系n =201 
22:30以前 3 ( 1.5) 
2 :30～23:30 35 (17.4) 
23:30～0 :30 101 (50.3) 
0 :30～1 :30 53 (26.4) 
1 :30以降 9( 4.5) 
家庭科学系
日＝159
7 ( 4.4) 
31 (19.6) 
79 (49. 7) 
34(21.5) 
8( 5.1) 
E 結果と考察
表1 就寝時刻
工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系 経営情報系
日＝l8 日＝15 日＝210 n =156 日＝2l n =1,210 
4( 3.4) 9( 5.8) 7( 3.3) 2( 1.3) 8( 3ι） 40( 3.3) 
26 (22目。） 27 (17目4) 6 (31. 4) 45(28.8) 58(27.5) 288(23.8) 
53 (4. 9) 75 (48.4) 87 (41. 4) 76 (48. 7) 95(45.0) 56 (46.8) 
31 (26.3) 38(24.5) 36(17.1) 30(19.2) 45 (21.3) 267 (2.1) 
4( 3.4) 6( 3.9) 14( 6. 7) 3 ( 1.9) 5 ( 2.4) 49( 4.1) 
（）内%
1983年
n =773 
27( 3.5) 
200(25.9) 
374 (48目4)
148(19.1) 
24( 3.1) 
各科共に多く回答したのは23: 30-0 : 30であり，全体で46.8%であった。 1983年度の調査
と比較すると有意差はなく，就寝時刻に関しては10年前との変化は少ないと言える。
科・コースごとの検定を行ったところ，服飾美術系と経営情報系・初等教育系・養護教諭系
聞に有意差が認められ，服飾美術系では就寝時刻の遅い者が多いことがわかる。
(2）起床時刻
表2 起床時刻 （）内M
誌に服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系 経営情報系 1983年日＝201 n =159 日＝l8 n =15 n =210 日＝156 Hニ2l n =l,210 日＝73
6 :30以前 50 (24. 9) 51 (32.1) 39(33.1) 34 (21. 9) 44(21.0) 29 (18.6) 65 (30.8) 312(25.8) 117 (15 .1) 
6 :30～7 :o 91 (45.3) 64(40.3) 45 (38.1) 73 (47 .1) 8 (41. 9) 72(46.2) 8 (41.7) 521 (43.1) 
529 (68.5) 
7：α］～7 :30 51 (25.4) 39(24.5) 27(22.9) 39(25.2) 63(30.0) 44(28.2) 45 (21.3) 308(25.5) 
7 :30～8 :o 8( 4.0) 4 ( 2.5) 5 ( 4.2) 8( 5.2) 14( 6.7) 10 ( 6.4) 9( 4.3) 58 ( 4.8) 
127 (16 .4) 
8 :o～8 :30 1 ( 0.5) 1 ( 0.6) 2( 1.7) 1 ( 0.6) 1 ( 0.5) 1 ( 0.6) 3 ( 1.4) 10( 0.8) 
無回答 0（ー ） 0( ) 0( ) O（ー） 。（ー） 。（ー） 1 ( 0.5) 1 ( 0.1) 。（ー）
全体では 6: 30～ 7 : 00に起床する者が多く， 43.1%であった。 1983年度の調査と比較する
と，明らかな変化があり， 1993年度では 6: 30以前に起床する者が多くなり， 7 : 30以降に起
床する者が少なくなっている。 7: 00以前に起床する者は各科とも 7割弱であり，早起き傾向
が見られる。要因としては，最近の若者の行動として清潔に気を使う習慣ができ，朝の洗髪・
シャワー浴の励行が考えられるが，正確な関連性は見出していない。
科・コースごとの検定を行ったところ，初等教育系と家庭科学系・工芸美術系・経営情報系
聞に有意差が認められ，さらに養護教諭系と家庭科学系聞に有意差が認められた。家庭科学系・
工芸美術系・経営情報系では起床時刻の早い者が多いと言える。
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(3）睡眠時間
表3 睡眠時間 （）内%
品て服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系 経営情報系 1983年日＝201 n =159 日二l8 n =155 n =210 n =156 n =21 日立1,210 n =73 
6時間以内 66(32.8) 57(35.9) 46(39.0) 41 (26.5) 45 (21. 4) 37(23.7) 54 (25. 6) 346 (28.6) 124(16.0) 
7時間ぐらい l9 (59. 2) 83(52.2) 57(48.3) 89 (57.4) 129 (61.4) 93 (59.6) 123 (58.3) 693 (57.3) 456 (59.0) 
8時間ぐらい 15 ( 7.5) 14( 8.8) 1 ( 9目3) 22(14.2) 32 (15. 2) 26 (16. 7) 3205.2) 152(12.6) 167 (21.6) 
8時間以上 1 ( 0.5) 3 ( I. 9) 3( 2.5) 3 ( I. 9) 4 ( I.9) 0（ー ） 2( 0.9) 16 ( 1.3) 23( 3.0) 
無回答 O( ) 2 ( 1.2) 1 ( 0.8) 0( ) 0( ) 0( ) 0（ー ） 3( 0.3) 3( 0.4) 
表4 睡眠時間の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系
経営情報系 ＊ N.S ＊ N.S N.S N.S 
初等教育系 ＊ ＊ 牢 N.S N.S. 
養護教諭系 ＊＊ ＊＊ ＊＊ N.S. 
体育系 牢 N.S N.S * * : P<.01 
工芸美術系 N.S. N. S. ＊ : P< .05 
N S ：有意差なし
家庭科学系 N.S 
平均した睡眠時間の設問については，「7時間ぐらい」の回答が57.3%で最も多い。 1983年
度の調査との比較では大きな差があり， 1993年度では睡眠時間6時間以内の者が多くなり，8
時間の者が減少している。つまり，睡眠時聞が短縮されている。10年前との比較では就寝時刻
に変化がないことから，起床時刻が早くなっていることが，睡眠時間の短縮化と関連している
と思われる。
科・コース聞の検定を行った結果は表4のとおりである。 服飾美術系・家庭科学系・工芸美
術系で睡眠時聞が短く，体育系・ 養護教諭系・初等教育系 ・経営情報系では比較的睡眠時間を
多くとっていることがわかる。
2.食習慣
(1）食事摂取の状況
表 5は調査の選択肢内容とその結果を表わしている。全体の65.5%は1日3回規則的に食事
をしている。朝食を時々抜く者と朝食を食べない者が各科で20%以上おり，時々夕食を抜く者
も全体で81名 （6.7%）いる。その他の回答の内容で多かったのは，不規則の者9名，時々昼
食を抜く者16名，4回食の者4名，さらに1日2回， 1日1食の者もあった。 1983年度の調査
との比較では危険率5%で有意差が認められたが，これは 「ときどき夕食を抜く…...Jの項目
で差が大きいことが関係しており，他の項目では差は小さい。1993年度では不規則の内容が朝
食だけにとどま らず，夕食を抜く者が多くなっていること，さらにその他の項目を含めて多様
イヒしていることカfうかカfえる。
68 藤原・測井・田崎・柳谷：北海道女子短大1993年入学者の健康に関する日常生活調査
表5 食事摂取の状況 （）内%
ぷご服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初 等 経営 1983年美術系 科学系 美術系 教諭 系 教育系 情報系n =201 n =159 日＝18 n =155 日＝210 n =156 n =21 n =l 210 n =773 
l日3回規則的に
113(56.2) 91 (57.2) 69(58目5)109（初3)153 (72. 9) ll (71. 2) 147(69.7) 793 (65.5) 541 (70.1) 
食事をしている
ときどき朝食を抜
49 (24 .4) 43 (27 .0) 27 (2. 9) 3 (21.3) 38 (18.1) 37(23. 7) 39(18.5) 266(22.0) 148(19.1) 
くことがある
朝食は食べない 9 ( 4.5) 4( 2.5) 5 ( 4.2) 2( 1.3) 6( 2.9) 3( 1.9) 6( 2.8) 35 ( 2.9) 25( 3.2) 
ときどき夕食を抜
24(11.9) 18(11.3) 9 ( 7.6) 9( 5.8) 6( 2.9) 1( 0.6) 14( 6.6) 81 ( 6. 7) 30( 3.9) 
くことがある
その他 5( 2.5) 2 ( 1.3) 8( 6.8) 2 ( 1.3) 7( 3.3) 4( 2.6) 5( 2.4) 33( 2.7) 28( 3.6) 
無 回 答 1 ( 0.5) 1 ( 0.6) 0（ー） 0（ー ） 0（ー ） 。（一） 0（一） 2( 0.2) 1 ( 0.1) 
表6 食事摂取状況の差の検定
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系
経営情報系 ＊＊ ＊ 牢 N.S N.S N.S 
初等教育系 牢牢 本 ＊ N.S N. S. 
養護教諭系 本＊ 牢＊ ＊ N.S 
体育系 本＊ 牢 牢 * * : P< .01 
工芸美術系 N.S N.S. 牢 : P<.05 
N. S ：有意差なし
家庭科学系 N.S 
次に1日3回規則的に食事をしている者を規則群とし， それ以外に回答した者を不規則群と
して各科・コース闘で、検定を行ったところ表6のとおりの結果である。 服飾美術系・家庭科学
系 ・工芸美術系では不規則群が多く，体育系・養護教諭系・初等教育系・経営情報系では比較
的規則的に食事を摂取している者が多いと言えよう。
(2）間 食
表7 間食の摂取状況 （）内%
断ミ服飾 家庭 工 芸 体育 系 養護 初等 経営 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系日＝201 n =159 n =18 n =155 n =210 n =156 n =21 日＝1,210 n =73 
毎日食べる 幻（13.4) 28(17目6) 16 (13.6) 17(1.0) 34(16.2) 23(14.7) 25(11.8) 170(14.1) 309(40.0) 
ときどき食べる 159 (79.1) 12 (76. 7) 92(78.0) 131 (84. 5) 162 (77 .1) 126(80.8) 175 (82. 9) 967 (79.9) 459 (59.3) 
全く食べない 15( 7 .5) 9( 5. 7) 10 ( 8. 5) 7( 4.5) 13( 6.2) 7( 4.5) 1 ( 5.2) 72( 6.0) 3( 0.4) 
無回 答 0（ー ） 0（ー） 0( ) 0（一 ） 1 ( 0.5) 。（ー ） 0（ー ） 1 ( 0.1) 2( 0.3) 
間食や夜食の摂取状況は表 7のとおりである。毎日食べる者14.1%，ときどき食べる者79.9% 
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である。 1983年度の調査と比較すると大きな差があり， 1993年度では毎日食べる者が減少し，
ときどき食べる者が多くなっている。さらに全く食べない者も72名 （6.0%）と大きく増加し
ており，間食にも食習慣の変化を来たしていることがうかがえる。
表8 間食でよく摂取する食品 重複回答（ ）内%
1993年度 1983年度
順位 食品の種類 回答数 n=l,137 Jl買位 食品の種類 回答数 n=768 
1 スナ yク菓子 818 (71. 9) 1 くだもの 472 (61.5) 
2 くだもの 621 (54. 6) 2 コー ラ ・ジュー ス 422 (54 .9) 
3 お茶・ウー ロン茶 604 (53 .1) 3 ポテ トチソプス 414 (53 .9) 
4 コー ラ・ジュー ス 487 (42.8) 4 コー ヒー ・紅茶 359 (46. 7) 
5 コー ヒー ・紅茶 403 (35.4) 5 牛乳 282 (36.7) 
6 チョコレー ト 325 (28. 5) 6 チョコレー ト 264 (34.4) 
7 アイスクリー ム 305 (26 .8) 7 アイスクリー ム 226 (29 .4) 
8 ノfン 284 (24. 9) 8 ケーキ 193 (25 .1) 
9 牛乳 277 (24. 3) 9 ノfン 190 (24. 7)
10 ケー キ 167 (14. 6) 10 インスタン トラー メ ン 77 (10.0) 
11 カップラー メン類 92 ( 8.1) 11 その他 36 ( 4.7) 
12 その他 60 ( 5.3) 
間食でよく摂取する食品は表8のとおりである。 傾向としてはスナック菓子，くだもの，お
茶・ウーロン茶に5割以上が集中して回答している。次いでコーラ・ジ、ユース，コーヒー・紅
茶の順であり，この表からもスナック菓子に飲料水という組み合せで食べていると考えられる。
1983年度の調査と対比させると， 1993年度ではスナック菓子，お茶・ウーロン茶が上位にきて
おり， この項を抜くと，前回とほぼ同じ順位である。
その他の品目では， 手づく りおやつが24名，次いでゼリー・和菓子 ・ハンバーガ一等があげ
られていた。
3.口腔衛生および清潔
(1）歯みがきの時期と回数
1日の中で歯をみがく時期を調べると表9のとおりである。最も多いのは「朝食後 ・就寝前」
の2回で665名 （55.2%）である。 10年前の入学生に比べると組み合せがさらに多様化してい
るのがわかる。特に朝食前を含めた組み合せを見ると， 1983年入学生では230名（29.9%）で
あり， 1993年度入学生では197名(16.4%）となっており，朝食前にみがく者の割合が少なくなっ
ており，食後に歯をみがく習慣がより定着していることがうかがえる。その他の項目の内容で
は，「外出前」「帰宅時」「口内不快時Jとなっている。
1日の歯みがき回数は表10のとおりであり， 1日2回の者が最も多く74.8%である。10年前
の入学生と比べると 1日l回の者の数は少なくなり， 1日3回以上みがく者が多くなっている。
昭和62年の厚生省の実態調査の結果では，15-19歳女子で 1日1回の者が19.3%, 1日2回の
者が63.1%, 1日3回以上が15.4%となっており，本学新入生の傾向は好ましいと言えるだろ
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つ。
歯みがき回数について各科・コース聞の検定を行ったが，有意差は認められなかった。
表9 毎日の歯みがきの時期 （）内%
よλよご服飾 家庭 工 芸 体育系 養護 初等 経営 計 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
朝食前 1 。。 2 。 5 ( 0.4) 33 ( 4.3) 
朝食後 2 5 1 5 13 5 6 37( 3.1) 63 ( 8.2) 
昼食後 。。 1 。。。。 1 ( 0.1) 0（ー ）
就寝前 2 。 3 。。 1 。 6( 0.5) 3 ( 0.4) 
その他 2 。。。 1 。 4( 0.3) 
朝食前・朝食後 。 1 。。 1 。。 2( 0.2) 8 ( 1.0) 
朝食前 ・夕食後 。。。 2 。。 3( 0.2) 9 ( 1.2) 
朝食前 ・就寝前 13 10 8 9 16 1 9 76 ( 6.3) 117 (15. 2)
朝食後 ・昼食後 。。。。 2 1 。 3( 0.2) 0（ー ）
朝食後・夕食後 32 20 16 12 27 14 27 148(12.3) 38( 4. 9) 
朝食後・就寝前 103 84 62 101 103 82 130 665 (55.2) 390 (50.8) 
朝食後・その他 1 。 。。。 2 4( 0.3) 
朝食前・朝食後・夕食後 。 2 2 3 2 3 13 ( 1.1) 0（一 ）
朝食前 ・朝食後・就寝前 13 13 7 13 9 14 13 82( 6.8) 53 ( 6.8) 
朝食後・夕食後 ・就寝前 1 1 。。。 1 4( 0.3) 0（ー ）
朝食後・昼食後・夕食後 3 2 2 2 2 5 6 22( 1.8) 0（ー ）
朝食後・昼食後 ・就寝前 3 1 2 3 10 4 6 29( 2.4) 7 ( 0.9) 
朝食後・夕食後 ・就寝前 12 1 3 4 11 8 4 53( 4.4) 19 ( 2.5) 
その他3回 4 3 1 2 4 。15 ( 1.2) 
朝食前 ・後・ 昼食後 ・ 。。。 1 1 。。 2( 0.2) 0（ー ）
就寝前
朝食前 ・後・夕食後・ 3 2 3 。 2 2 2 14 ( 1.2) 10( 1.3) 
就寝前
朝食後・昼食後 ・夕食後 3 2 。 2 。。 8( 0. 7) 0（ー ）
－就寝前 その他全体
その他4回 1 2 1 。 2 1 1 8( 0.7) 19 ( 2.5) 
言十 200 159 115 154 210 155 211 1, 204 (100) 769 (100) 
表10 歯みがきの回数 （）内%
Vご服飾 家庭 工 芸 体育系 養護 初等 経営 at 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
l日l副 7 ( 3. 5) 7( 4.4) 5 ( 4.3) 5( 3 .2) 15( 7.1) 7 ( 4.5) 7 ( 3.3) 53( 4.4) 9(12.9) 
1日2回 149(74.5) 15 (72.3) 87 (75. 7) 123(79.9) 151(71.9) 108(69.7) 168(79.6) 901 (74.8) 562 (73 .1) 
1日3回 37(18.5) 31 (19.5) 18 (15. 7) 25(16.2) 37(17.6) 27(23.9) 3 (15.6) 218 (18 .1) 108(14.0) 
1 B 4回以上 7 ( 3.5) 6 ( 3.8) 5( 4.3) 1 ( 0.6) 7( 3.3) 3 ( 1.9) 3 ( 1.4) 32 ( 2.7) 3回以上
200 (10) 159 (10) 115(100) 154 (10) 210 (10) 15 (10) 21 (JO) 1,204(10) 769 (10) 
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(2）歯ブラシの使用状況
表1 歯ブラシの年間使用本数 （）内%
Jて服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初 等 経営 言t 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
10本以上 27 (13. 6) 17(10.8) 6( 5.1) 16(10.4) 26 (12. 4) 18 (1.5) 33(15.6) 143 (1. 9) 40( 5.2) 
8～9本 30(15.2) 14 ( 8.9) 17 (14 .4) 23(14.9) 27(12.9) 17(10.9) 25(11.8) 153 (12. 7) 54( 7 .0) 
6～7本 51 (25.8) 31(19.7) 17(14.4) 27(17.5) 40(19.0) 38 (24 .4) 47(2.3) 251 (20. 8) 105(13.6) 
4-5本 57 (28.8) 44(28.0) 41 (34. 7) 47(30.5) 59(28.1) 49 (31.4) 53(25.1) 350 (29 .1) 241 (31. 2) 
2～3本 33(16.7) 51 (32.5) 37 (31.4) 41 (26.6) 58(27. 6) 34 (21.8) 53(25.1) 307 (25. 5) 31 (43.0) 
198 (JO) 157 (100) 18(100) 154 (JOO) 210(10) 156 (10) 21 (JO) 1, 204(10) 71 (JO) 
1983年度の入学生では歯ブラシの年間使用量が少なく，「2～ 3本」 と答えた者が331名
(43. 0%）で最も多かったことに驚いたが，1993年入学生では表11のようになっている。最も
多く答えたのは 「4～ 5本jで350名（29.1%）であり，次に「2-3本」が307名 （25.5%) 
であった。年間使用量6本以上と答えた者が10年前に比べて多くなってはいるが，年間使用量
5本以下の者が657名（54.6%）で半数以上をしめており，この数値からみても十分な歯みが
きをしているとは言いがたい。
各科・コース聞の検定では，工芸美術系と経営情報系・初等教育系・服飾美術系聞に有意差
が認められ， さらに家庭科学系と服飾美術系聞に有意差が認められた。工芸美術系と家庭科学
系では年間使用本数が少ない傾向にあると言える。
(3）外出時のハンカチ・チリ紙所持状況
表12 ハンカチ・チリ紙所持状況 （） 内%
戸空；：服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初等 経営 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
いつも持っている 168 (84.4) 126 (80.8) 87(73.7) 12 (79. 2) 171 (81.4) 136 (87 .2) 185 (8.1) 995 (82. 7) 718 (93.1) 
チリ紙のみ 28(14.1) 24 (15.4) 24 (20 .3) 25(16.2) 37(17.6) 17(10.9) 21(10.0) 176(14.6) 44( 5. 7) 
持たない 3 ( 1.5) 6 ( 3.8) 7 ( 5 .9) 7 ( 4.5) 2 ( 1.0) 3 ( 1. 9) 4( I.9) 32 ( 2. 7) 9 ( 1.2) 
19 (10) 156 (JO) 18 (JO) 154 (JO) 210(100) 156(100) 210 (10) 1,203(100) 71 (10) 
常時ハンカチ ・チリ紙を持っている者は82.7%であり，チ I｝紙のみ所持しているのは14.6%, 
どちらも持たない者は2.7%であった。 1983年度入学生と比較すると，有意に差があり，両方
とも所持している者は減少しており，「チリ紙のみ」 ・「持たない」と答えた者は増加している。
さらにハンカチ所持枚数の記載のあった者をみると，1枚のみと答えた者は89.6%であり， 2
枚以上と答えた者は10.4%であった。10年前の入学生と比較すると， 1枚所持している者は多
くなり，2枚以上所持している者は大きく減少している。
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表13 ハンカチ所持枚数 （） 内%
ヰ： 服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初 等 経営 計 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
l枚 127 (8. 2) 93(90.3) 69(90.8) 99(90.0) 127(87 .0) 109(89.3) 148(91.9) 772 (89.6) 400(65.2) 
2枚以上 17(11.8) 10( 9.7) 7( 9.2) 1(10.0) 19 (13. 0) 13(10.7) 13 ( 8.1) 90(10.4) 214(34.8) 
計 14 (10) 103 (10) 76(10) 10 (10) 146 (lCD) 12 (10) 161 (10) 862 (10) 614 (10) 
これらの結果は公共施設でのペーパータオルや乾燥機の普及が関係していると思われるが，
様々な場面で清潔に対応するということを考えると好ましい結果とは言えない。
ハンカチ ・チリ紙所持状況の各科・コース聞の検定では，工芸美術系と経営情報系 ・初等教
育系 ・養護教諭系・服飾美術系聞に有意差があり，工芸美術系で、はハンカチを所持しない者の
割合が高いと言える。
(4) 1週間の入浴回数
表14 1週間の入浴回数 （）内%
日て 服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初等 経 営 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報 系
毎日 10(50.0) 86(54.4) 57 (48.3) 132(85.2) 19 (56. 9) 85 (5.2) 124(59.0) 703 (58.4) 160(20.8) 
4～ 5回 86 (43. 0) 60(38.0) 46(39.0) 19 (12.3) 72(34.4) 5 (35. 7) 68(32.4) 406 (3. 7) 425(5.3) 
2～ 3回 14( 7目。） 12( 7 .6) 15(12.7) 4( 2.6) 18( 8.6) 14 ( 9.1) 18( 8.6) 95( 7.9) 184(23.9) 
200 (10) 158 (10) 118(100) 15 (10) 209 (10) 154 (10) 210(1α〕） 1, 204(10) 769(100) 
ここ数年間で若者の清潔志向が高まり，本調査でもその傾向が把握できるのではないかと考
えたが， 表14のような結果を得た。最も多かったのが毎日入浴する者で58.4%，次に 1週間に
4～ 5回が33.7%, 1週間に 2-3回が7.9%であった。 1983年度入学生と比較すると有意に
差があり，毎日入浴する者が相当数増加し， さらに全体に入浴回数が多くなっていることがわ
かる。
各科 ・コース聞の検定では体育系と他のすべての科・コース間で危険率1%以下で有意差が
認められた。体育系では「毎日入浴する」の数が高率であり，1983年度入学生と同様に運動後
の清潔保持 ・疲労回復の意味からこのような結果が得られたと思われる。
(5) シャンプーの回数
シャンプーの回数は表15のとおりであり，毎日シャンプーする者が68.2%，さらに1日2回
の者も3.3%いた。1983年度には 「朝シャン」の習慣はなく調査項目にあげていなかったが，
10年後には頻回にシャンフーをする者が多い実態を知ることができた。清潔を保つということ
では好ましいことかも知れないが，水資源の問題，洗剤による環境破壊，頻回の洗浄による頭
皮や髪の損傷，さらに人聞が生活する上で当然生じてくる不潔，それに対する極度の嫌悪感が
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表15 シャンプーの回数 （）内%
厄モ：服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初等 経営美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
1日2回 10( 5.0) 8 ( 5.1) 8( 6.8) 2( 1.3) 6( 2.9) 1 ( 0.6) 5( 2.4) 40( 3.3) 
1日l回 128 (64 .0) 108 (68.4) 66(55.9) 134(86.5) 136(64.8) 102(65.4) 150(71.1) 824(68.2) 
1週間に4～ 5回 55(27.5) 37(23.4) 36(30.5) 17 (11.0) 62(29.5) 4(28.2) 54(25.6) 305 (25 .2) 
1週間に2-3回 7 ( 3.5) 5( 3.2) 8( 6. 7) 2 ( 1.3) 6( 2.9) 9( 5.8) 2( 0.9) 39( 3.2) 
20(10) 158 (10) 18 (10) 15 (10) 210(100) 156 (10) 21 (10) 1,208(100) 
表16 シャンプーの回数の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系
経営情報系 N.S. N.S 牢＊ 牢牢 N.S. ＊ 
初等教育系 N.S N. S. ＊ 牢＊ N.S. 
養護教諭系 N.S N. S. N.S ＊＊ 
体育系 牢＊ 牢本 ＊＊ * * :P< .01 
工芸美術系 N.S N.S 
牢 : P< .05 
N.S. ：有意差なし
家庭科学系 N.S 
あるとすれば，世界的に通用する好ましい習慣とは言いがたい。
各科・コース聞の検定結果は表16のとおりである。体育系ではすべての科・コースとの聞に
有意差があり，入浴回数と同様に，毎日シャンプーする者の割合が高いと言える。
(6）下着のとりかえ状況
表17 下着のとりかえ状況 （）内%
Jご服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初等 経営 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系
毎日とりかえる 181 (90.5) 134(84.3) 105(89.0) 128 (83 .I) 186 (88.6) 132 (84.6) 189 (89. 6) 1,055(87.3) 634 (82 .3) 
汗をかいたりす
15 ( 7 .5) 17(10. 7) 12(10.2) 25(16.2) 20( 9.5) 20(12.8) 19( 9.0) 128(10.6) 92 (1. 9) 
れば何度も
2日に1度 4( 2.0) 8( 5.0) 1 ( 0.8) 1 ( 0.6) 4 ( I.9) 4 ( 2.6) 3( 1.4) お（2.1) 45( 5.8) 
200(100) 159 (10) 18 (10) 154 (10) 210 (10) 156 (10) 21 (10) 1,208(100) 71 (10) 
毎日とりかえる者87.3%，「汗をかいたりすれば何度でも」と答えた者10.6%であり，頻回
にとりかえている状況がわかる。 1983年度入学生との比較では有意差が認められたが，これは
「2日に 1度」と答えた者の割合が大きく変化したことが関係している。 1993年度では 「2日
に1度」と答えた者が減少し，より頻回にとりかえている状況がうかがえる。
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4.喫煙・飲酒
(1) 喫煙の実態
ぷご服飾美術系日＝201
吸わない 172(85.1) 
時々吸う 17 ( 8.5) 
家庭科学系
日＝159
148(93.0) 
5( 3.2) 
a・・a・ーー ．ー－ー
毎 日吸 う 1( 5.4) 6( 3.8) 
無回答 1 ( 1.0) 。（0.0) 
服飾美術系
経営育報系 ＊＊ 
初等教育系 ＊＊ 
養護教諭系 ＊ 
体育系 ＊＊ 
工芸美術系 N.S 
家庭科学系 ＊ 
表18 喫煙の状況
工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系
n =18 n =15 日＝210 日二156
108(91.5) 149(96.1) 196(92.9) 153(98.1) 
4( 3.4) 4 ( 2.6) 12 ( 5.7) 3( 1.9) 
.......ド・ーー・．．・・・・-- - ーーー・ー.
5( 4.2) 1 ( 0.6) 2 ( 1.0) 0( 0.) 
1 ( 0.8) 1 ( 0.6) O( 0.0) 。（0.0) 
表19 喫煙状況の差の検定結果
家庭科学系 工芸美術系 体 育系
N. S. N. S. N.S 
＊ ＊ N.S. 
N.S N.S N.S 
N. S. N.S 
N.S 
（）内%
経営情報系 計 1983年
n =21 n =1,210 n =73 
201 (95.3) 1,127 (93.1) 702(90.8) 
7( 3.3) 52 ( 4.3) 50( 6.5) 
..‘・・ー..・p・..ー－ー ・ー．－ー・－－－ • E・‘，．‘・・．，．‘’・
3 ( 1.4) 28( 2.3) 20( 2.6) 
O( 0.0) 3( 0.2) 1 ( 0.1) 
養護教諭系 初等教育系
N.S N.S. 
＊ 
* * :P< .01 
牢 . P< .05 
N S ：有意差なし
喫煙については近年その害について個人の健康障害という考えに加え，周囲に健康障害を与
えるものと して禁煙教育が進められている。これらを踏まえて喫煙状況がどうのように変化し
ているか10年前と比較調査した。
タバコを 「吸わない」 と答えた者は全体の93.1%で服飾美術系を除くすべての科で90%を上
回る結果であった。特に初等教育系は98.1%と高く，ついで体育系が96.1%となっている。 「と
きどき吸う」と 「毎日吸うJと答えた者を喫煙群とし，「吸わない」と答えた者を非喫煙群と
して10年前の調査と比較すると，わずかではあるが有意差があり， 喫煙群はわずかながら減少
していると言えるだろう。
各科・コース聞の喫煙群と非喫煙群の検定では表19のとおりの結果である。 服飾美術系では
喫煙群の割合が高く，初等教育系では非喫煙群の割合が高いと言える。
これらの数値は，他の同様な調査及び若い女性の喫煙が多い北海道の状況から推察して少な
いように思われるが，調査用紙に番号を記入することの警戒心が働いた結果とも考えられる。
これらの数値を信頼すると，喫煙の習慣がついていない者が多くなってきていると解釈し，そ
の状態が維持できるような指導をすすめたい。
(2) 喫煙の健康に与える影響についての知識
タバコの害については主なもの6項目をあげ，知っているものにO印をつけることにしたが，
最も回答率が高かったのは妊娠中の母親の場合，胎児に影響を及ぼすことで96.8%であった。
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表20 タバコの健康障害についての知識 ）内%
「＼ご服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初等 経営 it 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系nニ201 日二159 n三18 n =155 n =210 n =156 n =21 n =l,210 n =73 
1. 狭心症，心筋梗塞などの心臓病にか 35 24 19 27 36 28 27 198 134 
かりやすい (17 .4) (15.1) (16 .1) (17 .4) (17 .1) (19 .2) (12.8) (16.4) (17 .3) 
2. 妊娠中の母親の場合，胎児に悪い影 194 154 15 150 205 151 202 1 171 749 
響を及Ifす (96. 5) (96.9) (97 .5) (96.8) (97 .6) (96.8) (95. 7) (96目8) (96. 9) 
3.血液の酸素運搬能力が低下し，激L 152 10 81 127 15 112 140 877 536 
い運動は長続きしない (75 .6) (69.2) (68目6) (81.9) (73.8) (71.8) (6.4) (72.5) (69目3)
4. 肺ガンなと呼吸器の病気をひき起こ 171 138 107 13 19 137 194 1,079 61 
しやすい (85.1) (86.8) (90. 7) (85.8) (94.8) (87.8) (91.9) (89.2) (85.5) 
5. 青潰蕩，胃ガンなどの消化器の病気 48 29 19 25 51 29 42 243 243 
をひき起こしやすい (23.9) (18.2) (16 .1) (16目1) (24.3) (18.6) (19. 9) (20.1) (31.4) 
6.タバコの煙は，同室にいるタバコを 175 145 113 147 194 152 195 1 121 739 
吸わない人にも影響を及Ifす (87 .1) (91.2) (95.8) (94.8) (92.4) (97.4) (92.4) (92.6) (95.6) 
無回答
。 。 。。。 2 。
( 0.5) ( 0.0) ( 0.0) ( 0ι） ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.2) ( 0.0) 
次いで副流煙が同室の者にも影響を与えるが92.6%，肺癌など呼吸器系の病気を引き起こすが
89. 2%で基礎的理解としては妥当な数値と考えられる。回答率が低かったものは心臓に与える
影響についての理解で16.4%，次いで胃潰蕩なと、消化器系への影響が20.1%であった。各項目
の科・コースごとの回答率では，（1),(2）については各科ともほぼ同傾向であるが，（3）について
は体育系が高い率で回答しており，運動部の活動に喫煙が影響することを理解している結果で
あると思われる。
これらの結果を10年前の調査と比較すると，（4),(5), (6）では有意差があり，特に（5）の消化器
系との関わりについての回答は大きく減少している。
以上の結果を考察すると，副流煙による健康被害や，喫煙による直接的な身体への影響につ
いての理解度は高まっているように思われるが，将来への健康被害については十分でなくこれ
らについては更に指導する必要があると考えられる。
(3）飲酒の実態
最近は居酒屋などでも高校生らしい集団を見かけることが多くなっており，飲酒の習慣や機
会が多くなっていることが考えられ，その実態はどうなっているか調査したものである。
その結果，飲まないと答えた者は全体の24.8%にすぎず，時々飲むは69.3%とほほ、7割に達
している。よく飲むという者も5.5%となっている。各科・コース聞の検定では有意差は認め
られず，各科・コースとも同じような傾向と言えるだろう。
タバコに関しては否定的に対応しているにもかかわらず，飲酒に対しては寛容で，高校生で
も機会さえあれば飲酒することが多くなっていることがうかがえる。多量の飲酒でなくても機
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表21 飲酒の状況 （） 内%
！ヰご服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系 初等教育系 経営情報系n =201 n =159 n =18 日＝155 日＝210 日＝156 n =21 日＝］，210
飲 ま な い 43 (21. 4) 38(23.9) 36(30.5) 41 (26 .5) 56(26.7) 40(25.6) 46 (21.8) 300(24 .8) 
時＃ 飲 む 141 (70.1) 107 (67 .3) 74(62.7) 107(69.0) 144(68.6) 10(70.5) 15 (73. 5) 838(69.3) 
よ く飲 む 15 ( 7.5) 13 ( 8.2) 8( 6.8) 7( 4.5) 10( 4.8) 5( 3.2) 9( 4.3) 67( 5.5) 
無回 答 2 ( 1.0) 1 ( 0.6) 0( 0.0) 0( 0.) 。（ 0.0) 1 ( 0.6) 1 ( 0.5) 5( 0.4) 
会が多いこと， 女性の体質やホルモンの働きはアルコールの影響を受けやすいことなどの指導
が必要で、あると思われる。
5.月経
時 期
月経は女性の健康にとって深い関
わりのあることから，初潮の時期，
月経周期，さらに基礎体温の測定状
況について調査した。
小学校4年以前
小学校5・6年
(1）初潮の時期 中学生1・2年
中学校3年以降
調査結果は表22のとおりである。 無 回 答
1983年度入学生との比較では，10年
前とほぼ同じ結果といえる。小学校4年
以前については10年前に比べ増加傾向に
あるが統計的な差はみられない。 10年前
と比較するため選択肢を学年ごとに区
切ったため，明らかな初潮年齢は不明で
ある。
(2) 月経周期
調査結果は表23のとおりである。 1983
年度入学生との比較では有意差があり，
「やや不順」と答えた者と 「不順」と答
えた者の割合が大きく変化している。
1993年入学生では明らかに「不順Jと答
えた者が増加している。これは体の状態
にもよるが，精神的な面もかなり影響を
受けているのではないかと思われる。 心
身共に健康であってこそはじめて月経周
期も順調になるのではと思う。
規則性
正 Jilf! 
やや不Jil貢
不 JI!買
無記入
周期日数
15-18日
19-21日
22-24日
25～27日
28～30日
31～33日
34～36日
37～39日
40～42日
43-45日
表22 初潮の時期
人 数
1993年 n=1,210 1983年 n=760 
26人（2.1) % 8人（1.1) % 
612 (50 .6) 399 (52.5) 
536 (44 .3) 338 (44.5) 
26 ( 2.1) 15 ( 2.0) 
10 ( 0.8) 
表23 月経周期の規則性
人 数
1993年 n=1,210 1983年 n=760 
517人（42.7)% 326人（42.9)% 
430 (35. 7) 349 (45. 9) 
253 (20.9) 83 (10.9) 
10 ( 0.8) 2 ( 0.3) 
表24 月経周期日数の分布
人 数
1993年 n=361 1983年 n=265 
2人（ 0.6) % 0人（ 0.0) % 
10 ( 2.8) 8 ( 3.0) 
7 ( 1.9) 4 ( 1.5) 
45 (12 .5) 32 (12.1) 
267 (74.0) 198 (74.6) 
21 ( 5.8) 15 ( 5. 7) 
4 ( 1.1) 4 ( 1.5) 
1 ( 0.3) 1 ( 0.4) 
4 ( 1.1) 1 ( 0.4) 
0 ( 0.0) 2 ( 0.8) 
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次に月経周期が何日型であるか記載してもらったが，「正JI慎」であると答えた517名のうち 5
日型， 6日型などの間違った理解をしている者及び無記入の者を合わせた156名を除き361名の
分布である。（表24）月経周期の正常範囲は通常25～28日とされているが，今回の調査でも28
-30日型が最も多く，全体の74%となっており， 10年前の調査とほぼ同じ割合となっている。
10年前の調査と同様に今回の調査においても月経周期と月経持続日数を正しく理解していない
者がいた。
(3）基礎体温
表25 基礎体温測定の状況 （）内%
コご服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系 経営情報系 1983年日＝2Jl 日＝159 n =18 日＝15 n =210 n =156 n =211 n =1,210 n =760 
測定し記録し
2 (10.9) 8( 5.0) 13(11.0) 10( 6目5) 18( 8ι） 14( 9.0) 20( 9.5) 105 ( 8. 7) 40( 5.3) 
たことがある
測定したこと
17(8.1) 150(94 .3) 10(84.7) 139 (89. 7) 190 (9J. 5) 141(90.4) 190(90.0) 1,086(89.8) 718 (94. 5) 
はない
無回 答 2( 1.0) 1 ( 0.6) 5( 4.2) 6( 3.9) 2 ( 1.0) 1 ( 0.6) 1 ( 0.5) 18( 1.5) 2( 0.3) 
基礎体温については実際にどの程度の者が自分で測定し記録したことがあるか調査した。調
査結果は表25のとおりである。「測定したことがある」と答えた者は105名（8.7%）であり，
10年前の調査と比較すると有意に差があり，測定したことがある者が増加していると言える。
「測定したことがない」と答えた者が約 9割近くいるが， 今後基礎体温についての知識を確認
し，測定する意義を理解させていく必要があると思われる。
6.健康意識
日常生活の中で健康に過ごすために気をつけている項目 9項目について調査した。結果は表
26のとおりである。全体の結果を回答の多い順にあげると，①睡眠時間に注意する，②食事の
質や量に注意する，③生活を規則的にする，④精神面にも注意し，気分転換をはかる，⑤適度
に運動をする，⑥定期的に体重をはかる，⑦身のまわりを清潔にするの順であった。
各項目ごとに10年前の回答率と比較すると，「健康診断を定期的に受ける」，「精神面への配慮」，
「定期的に体重を測るjの項目については差は認められなかった。その他の項目については有
意差が認められた。今回は「睡眠時間に注意するJと答えた者が63%と大きく前回を上回って
いるが，実態は睡眠時間の短縮化が起きており，逆説的な意味でより睡眠を必要と考えている
ということであろうか。また「健康診断を受ける」については前回同様低率であり，「軽症の
うちに医師にかかる」ではさらに回答率が少なくなっている。これは疾病の少ない年齢層であ
り， lやむを得ないと解釈するが，疾病予防についての知識も必要なのではないかと思う。
その他の項目では「はりのある生活をするJ「ピタミン剤をのむ」「医学書を読む」「普通に
過ごす」があげられていた。
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表26 健康に過ごすために気をつけている項目 重複回答 （）内%
凶ご 服飾 家庭 工芸 体育系 養護 初等 経営 百十 1983年美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系 情報系n =201 n =159 n =18 n =155 日＝210 n =156 n =21 日＝1,210 日＝580
食事の質や量に注
8 (43 .8) 64 (40.1) 62(52.5) 74(47.7) 93(44.3) 76(48. 7) 97(46.0) 54(45.8) 313 (54.0) 
意する
適度に運動をする 51 (25.3) 2 (13. 9) 27(22.9) 98(63.2) 47(22.4) 51(32. 7) 45 (21. 3) 341(28.2) 236 (40. 7) 
健康診断を定期的
1 ( 0.5) 0( 0.0) 1 ( 0.8) 0( 0.0) 0( 0.) 1 ( 0.6) 2( 0.9) 5 ( 0.4) 7 ( 1.2) 
に受ける
軽症のうちに医師
19 ( 9 .5) 10( 6.3) 1 ( 9.3) 10( 6.5) 13( 6.2) 13( 8.3) 14( 6.6) 90( 7.4) 78(13.4) 
にかかる
睡眠時間に注意す
12 (60. 7) 101(63. 5) 82(69.5) 97 (62.6) 139 (6. 2) 88(56.4) 135(64.0) 764 (63 .1) 308 (53.1) 
る
生活を規則的にす
70 (34 .8) 7 (48.4) 50 (42目4) 73(47.1) 9(47.1) 73(46.8) 101 (47. 9) 543 (4 .9) 224 (38.6) 
る
精神面にも注意し
75 (37.4) 49(30.8) 33(28.0) 64(41.3) 68 (32.4) 53(34.0) 60(28.4) 402 (3. 2) 197(34.。）
気分転換をはかる
身のまわりを清潔
45 (2.4) 37 (23.4) 28(23.7) 53(34.2) 57 (27 .1) 52(33.3) 57(27.0) 329 (27 .2) 230 (39. 7) にする
定期的に体重をは
63 (31.3) 38 (23. 9) 37 (31.4) 40(25.8) 5 (26目2) 46(29.5) 53 (25 .1) 32 (27.4) 175(30.2) 
かる
その他 3( 1.5) 0( 0.0) 3( 2目5) 0( 0.0) 6( 2.9) 1 ( 0.6) 2( 1.0) 18 ( 1.5) 3( 0.5) 
無回答 5 ( 2.5) 6( 3ι） 4( 3.4) 3 ( 1.9) 3 ( 1.4) 4( 2.6) 2( 0.9) 27( 2.2) 
U おわりに
10年前の調査に準じて調査を行ったが，10年前との比較により本年度新入女子学生の特徴を
知ることができたと思う。調査結果をまとめると以下の通りである。
① 睡眠については，10年前に比べると起床時刻が早くなり， さらに睡眠時間の短縮化が起
きている。
② 食事については全体的には変化は少ないが，不規則の内容が多様化していると言える。
③ 清潔に関しては近年の若者の清潔志向の状況が明確に現れており，入浴回数，シャンプー
の回数，下着のとりかえ状況から把握することができる。その反面ハンカチの所持率の低下も
起きており，たしなみ，健康という観点からの清潔というよりは，他の者から遅れたくないと
いう若者の意識からの清潔志向と言えるだろう。今後，この清潔志向を健康維持，社会環境と
結びつけて考えていくことができるよう方向づけが必要と思われる。
④ 喫煙についてはわずかながら喫煙者の減少がみられるが，今後習慣化される懸念もある
ので，継続した指導が必要と思われる。また飲酒については未成年であるにもかかわらず社会
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の寛容な実態が明らかになり，母性保護の意味からも知識の普及が必要であり，また成人の態
度も問われるものである。
⑤ 月経については不確な知識の者がいること，また月経周期が不順と答えた者が多くなっ
ていることが注目される。身体的な未成熟さなのか，ストレスが多くなっていると考えるべき
なのか，さらにくわしく見ていく必要がある。
⑥健康意識については「睡眠」に関して最も高い回答があったが，実態と離れている面も
あり，意識と実態が結びついたものとなるような指導が必要と思われる。
⑦ 10年前にならい各科・コース聞の検定を行ったが， 10年前には体育系の特色がみられた
が，今回の調査では極立ったものではなかった。また有意差が認められた科・コースがあった
が，目的学科による特徴とは言えず，属する集団の特徴と言えよう。
③筆者の属する養護教諭系でみると，必ずしも適切な保健行動をとっているとは言いがた
く，まず学生自身の健康意識・健康管理から育てていく必要があると思われる。
表面的な調査ではあるが，保健行動を知ることにより，その時代の社会背景もかい間みるこ
とができる。生活も豊かになり，清潔に関して時間も資源も十分に使うことができる。しかし，
睡眠，食事に関しては10年前に比べ良くなっているとは言えず，精神の健康を含め，何を優先
させるべきか判断できる素養を大学時代に作っていくことが大切と考える。
最後に創立30周年に際し，本調査を行う機会を与えて下さった大学及び調査に協力して下
さった学生に感謝し，この論文を終える。
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